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町
で
は
、
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
た
め
に
、
平
成
17
年
3
月
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
丹
生
線
ブ
ル
ー
ス

カ
イ
の
運
行
を
開
始
し
、
平
成
18
年
10

月
か
ら
は
、
日
向
線
・
新
庄
線
の
試
行

運
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
4
月
か
ら
日
向
線
・
新
庄
線
の

本
格
運
行
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
に
続
い
て
、
専
用
車
両

が
導
入
さ
れ
、
7
月
11
日
に
役
場
庁
舎

前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
車
両
の
愛
称
を
名
付
け

て
い
た
だ
い
た
方
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
美
浜
北
小
学
校
と
新
庄
小
学

校
の
児
童
た
ち
か
ら
バ
ス
運
転
手
へ
安

全
運
転
の
お
願
い
の
花
束
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

美浜町コミュニティバス丹生線ブルースカイに続いて、
　日向線「ゆうなぎ」
　　新庄線「やまびこ」
　　　　　が運行開始！

美浜町コミュニティバス丹生線ブルースカイに続いて、
　日向線「ゆうなぎ」
　　新庄線「やまびこ」
　　　　　が運行開始！

愛
称
を
名
付
け
ら
れ
た
方

新
庄
線
「
や
ま
び
こ
」
を
名
付
け
ら
れ
た

髙
木　

シ
ズ
さ
ん(

新
庄)

日
向
線
「
ゆ
う
な
ぎ
」
を
名
付
け
ら
れ
た

早
川　

詠え
い
こ子
さ
ん(

和
田)

　

新
庄
の
山
あ
い
で
響
く
や
ま
び
こ
を

な
つ
か
し
く
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

　

気
軽
に
応
募
し
た
愛
称
が
選
ば
れ
て

驚
き
ま
し
た
が
、
地
元
を
走
る
バ
ス
の

愛
称
に
な
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

　

新
庄
か
ら
出
発
す
る
緑
色
の
「
や
ま

び
こ
」
が
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
、

利
用
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

無
料
乗
車
チ
ケ
ッ
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
日
向
線
「
ゆ
う
な
ぎ
」･

新
庄
線
「
や
ま
び
こ
」
の
出
発
を
記
念

し
て
、
ど
の
路
線
で
も
乗
車
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
券
を
2
枚

発
行
し
ま
す
。(

平
成
19
年
12
月
31
日
ま

で
有
効)

　

左
の
ペ
ー
ジ
下
に
印
刷
の
乗
車
券
を

切
り
取
っ
て
い
た
だ
き
、
乗
車
時
に
運

転
手
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

日
向
線
か
ら
は
海
に
静
か
に
沈
む
夕
日

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
「
ゆ
う
な

ぎ
」
と
い
う
名
前
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

私
の
家
か
ら
も
海
に
沈
む
夕
日
が
と

て
も
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
私
は
こ
の

夕
焼
け
が
大
好
き
で
、
眺
め
て
い
る
と

一
日
の
疲
れ
が
癒
さ
れ
、
ま
た
明
日
が

ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
美
し
い
海
と
夕

日
を
「
ゆ
う
な
ぎ
」
か
ら
眺
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

愛
称
は
「
ゆ
う
な
ぎ
」

  

「
や
ま
び
こ
」
に
決
定

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
に
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
バ

ス
の
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

日
向
線
車
両
に
は
１
２
７
点
、
新
庄
線

車
両
に
は
１
２
２
点
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
選
考
の
結
果
、
日
向
線
に
は
「
ゆ
う

な
ぎ
」
が
、
新
庄
線
に
は
「
や
ま
び
こ
」

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

平成19年12月31日まで有効
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このページを切り離して路線図･時刻表
としてご利用ください。

丹生コミュニティバス路線図･時刻表コミュニティバス路線図･時刻表

北田

佐田

太田
山上

佐柿

役場

美浜駅 公民館町民広場

雲谷

野口

上野

宮代興道寺金山

大薮

木野

新庄
キリトリ線 キリトリ線

停留所 1便 2便 3便 4便

丹　生 7:10 9:00 14:30 17:20
丹生口 7:11 9:01 14:31 17:21

ＰＲセンター 7:14 9:04 14:34 17:24
竹　波 7:17 9:07 14:37 17:27
水晶浜 7:18 9:08 14:38 17:28
菅　浜 7:26 9:16 14:46 17:36
北　田 7:29 9:19 14:49 17:39
けやき台 7:30 9:20 14:50 17:40
佐　田 7:32 9:22 14:52 17:42
佐田南 7:33 9:23 14:53 17:43
太　田 7:36 9:26 14:56 17:46
山　上 7:38 9:28 14:58 17:48
坂　尻 7:41 9:31 15:01 17:51
佐　柿 7:42 9:32 15:02 17:52
小　倉 7:43 9:33 15:03 17:53
Ａコープ 7:44 9:34 15:04 17:54
ＪＡ本店 7:45 9:35 15:05 17:55
中央公民館 ↓ 9:36 15:06 17:56
はあとぴあ ↓ 9:38 15:08 17:58
美浜町役場 ↓ 9:39 15:09 17:59
美浜駅 7:49 9:42 15:12 18:02
矢　筈 7:53 9:46 15:16 18:06
町民広場 ↓ 9:47 15:17 18:07
美方高校 7:58 9:51 15:21 18:11
美方病院 7:59 9:52 15:22 18:12

停留所 1便 2便 3便 4便

美方病院 10:30 13:00 16:10 19:15
美方高校 10:31 13:01 16:11 19:16
町民広場 10:35 13:05 16:15 ↓
矢　筈 10:36 13:06 16:16 19:21
美浜駅 10:40 13:10 16:20 19:25
美浜町役場 10:43 13:13 16:23 ↓
はあとぴあ 10:44 13:14 16:24 ↓
中央公民館 10:46 13:16 16:26 ↓
ＪＡ本店 10:47 13:17 16:27 19:29
Ａコープ 10:48 13:18 16:28 19:30
小　倉 10:49 13:19 16:29 19:31
佐　柿 10:50 13:20 16:30 19:32
坂　尻 10:51 13:21 16:31 19:33
山　上 10:54 13:24 16:34 19:36
太　田 10:56 13:26 16:36 19:38
佐田南 10:59 13:29 16:39 19:41
佐　田 11:00 13:30 16:40 19:42
けやき台 11:02 13:32 16:42 19:44
北　田 11:03 13:33 16:43 19:45
菅　浜 11:06 13:36 16:46 19:48
水晶浜 11:14 13:44 16:54 19:56
竹　波 11:15 13:45 16:55 19:57

ＰＲセンター 11:18 13:48 16:58 20:00
丹生口 11:21 13:51 17:01 20:03
丹　生 11:22 13:52 17:02 20:04

▼美方病院発　丹生行き▼丹生発　美方病院行き
丹生線　ブルースカイ

丹 

生 

線

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ

　

美
方
病
院

新 

庄 

線

日 

向 

線

平成19年12月31日まで有効

美浜町コミュニティバス無料乗車券
本券1枚ですべての路線のコミュニティバスに乗車･乗継
することができます。乗車時に運転手にお渡しください。

平成19年12月31日まで有効

美浜町コミュニティバス無料乗車券
本券1枚ですべての路線のコミュニティバスに乗車･乗継
することができます。乗車時に運転手にお渡しください。

※日向線･新庄線の時刻表は裏面にあります。

　 日向線
「ゆうなぎ」

　 新庄線
「やまびこ」

　 　丹生線
「ブルースカイ」

竹波

菅浜

早瀬

久々子西
松原

和田

日向



－ 4 －携帯電話のカメラで左のQRコードを読み取るか、
下記のホームページアドレスを入力してご覧ください。
http://www.town.mihama.fukui.jp/keitai/index.html

コミュニティバスの時刻表が見れる携帯サイト

携帯電話のカメラで左のQRコードを読み取るか、
下記のホームページアドレスを入力してご覧ください。
http://www.town.mihama.fukui.jp/keitai/index.html

コミュニティバスの時刻表が見れる携帯サイト

停留所 1便 2便 3便 4便

日　向 7:15 9:00 14:30 17:20

笹　田 7:16 9:01 14:31 17:21

レークセンター 7:17 9:02 14:32 17:22

早　瀬 7:18 9:03 14:33 17:23

久々子西 7:20 9:05 14:35 17:25

久々子東 7:21 9:06 14:36 17:26

松　原 7:22 9:08 14:38 17:28

洪水山 ↓ 9:10 14:40 17:30

和　田 ↓ 9:12 14:42 17:32

木　野 ↓ 9:14 14:44 17:34

Ａコープ ↓ 9:16 14:46 17:36

ＪＡ本店 ↓ 9:17 14:47 17:37

中央公民館 ↓ 9:18 14:48 17:38

はあとぴあ ↓ 9:21 14:51 17:41

美浜町役場 ↓ 9:22 14:52 17:42

美浜駅 7:24 9:24 14:54 17:44

久保口 ↓ 9:27 14:57 17:47

金　山 ↓ 9:28 14:58 17:48

大　薮 ↓ 9:29 14:59 17:49

気　山 ↓ 9:30 15:00 17:50

美方高校 ↓ 9:31 15:01 17:51

美方病院 ↓ 9:32 15:02 17:52

木　野 7:34
和　田 7:36
洪水山 7:38
松　原 7:40
久々子東 7:41
久々子西 7:42
早　瀬 7:44

レークセンター 7:45
笹　田 7:46
日　向 7:47
美方高校 8:03
美方病院 8:04

停留所 1便 2便 3便 4便

美方病院 10:30 13:00 16:10 19:15

美方高校 10:31 13:01 16:11 19:16

気　山 10:32 13:02 16:12 19:17

大　薮 10:33 13:03 16:13 19:18

金　山 10:34 13:04 16:14 19:19

久保口 10:35 13:05 16:15 19:20

美浜駅 10:38 13:08 16:18 19:23

美浜町役場 10:40 13:10 16:20 ↓
はあとぴあ 10:41 13:11 16:21 ↓
中央公民館 10:44 13:14 16:24 ↓
ＪＡ本店 10:45 13:15 16:25 ↓
Ａコープ 10:46 13:16 16:26 ↓
木　野 10:48 13:18 16:28 19:27

和　田 10:50 13:20 16:30 19:29

洪水山 10:52 13:22 16:32 19:31

松　原 10:54 13:24 16:34 19:33

久々子東 10:56 13:26 16:36 19:35

久々子西 10:57 13:27 16:37 19:36

早　瀬 10:59 13:29 16:39 19:38

レークセンター 11:00 13:30 16:40 19:39

笹　田 11:01 13:31 16:41 19:40

日　向 11:02 13:32 16:42 19:41

停留所 1便 2便 3便 4便

新　庄 7:25 9:00 14:30 17:20
雲　谷 7:30 9:05 14:35 17:25
野　口 7:33 9:08 14:38 17:28
上　野 7:34 9:09 14:39 17:29
佐　野 7:35 9:10 14:40 17:30
安　江 7:36 9:11 14:41 17:31
宮　代 7:37 9:12 14:42 17:32
東　山 7:38 9:13 14:43 17:33
麻　生 7:40 9:15 14:45 17:35
Ａコープ ↓ 9:18 14:48 17:38
ＪＡ本店 ↓ 9:19 14:49 17:39
中央公民館 ↓ 9:20 14:50 17:40
中　寺 7:43 9:21 14:51 17:41
興道寺 7:44 9:22 14:52 17:42
はあとぴあ ↓ 9;23 14:53 17:43
美浜町役場 7:46 9:24 14:54 17:44
美浜駅 7:48 9:26 14:56 17:46
久保口 7:49 ↓ ↓ ↓
金　山 7:50 ↓ ↓ ↓
大　薮 7:51 ↓ ↓ ↓
気　山 7:52 ↓ ↓ ↓
美方高校 7:53 9:30 15:00 17:50
美方病院 7:54 9:31 15:01 17:51

停留所 1便 2便 3便 4便

美方病院 10:30 13:00 16:10 19:15

美方高校 10:31 13:01 16:11 19:16

美浜駅 10:35 13:05 16:15 19:20

美浜町役場 10:37 13:07 16:17 19:22

はあとぴあ 10:38 13:08 16:18 ↓
興道寺 10:39 13:09 16:19 19:24

中　寺 10:40 13:10 16:20 19:25

中央公民館 10:41 13:11 16:21 ↓
ＪＡ本店 10:42 13:12 16:22 ↓
Ａコープ 10:43 13:13 16:23 ↓
麻　生 10:46 13:16 16:26 19:28

東　山 10:48 13:18 16:28 19:30

宮　代 10:49 13:19 16:29 19:31

安　江 10:50 13:20 16:30 19:32

佐　野 10:51 13:21 16:31 19:33

上　野 10:52 13:22 16:32 19:34

野　口 10:53 13:23 16:33 19:35

雲　谷 10:56 13:26 16:36 19:38

新　庄 11:01 13:31 16:41 19:43

▼新庄発　美方病院行き ▼美方病院発　新庄行き

▼美方病院発　日向行き▼日向発　美方病院行き
日向線　ゆうなぎ

新庄線　やまびこ

▲全車両についている
　　　　　降車ボタン
(降車される１つ前のバス停
を過ぎたら押してください)
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〈乗り継ぎの例〉 ～新庄方面から日向方面へ行く場合～

途
中
で
乗
り
降
り
が

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

1
回
分
の
運
賃
で

乗
り
継
ぎ
が
で
き
ま
す

運
賃
体
系

【
回
数
乗
車
券
】

　

お
得
な
回
数
乗
車
券
が
利
用
で
き
ま

す
。
１
０
０
円
を
11
枚
綴
り
に
し
、

１
，
０
０
０
円
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

区　分 運　賃 備　考

大　人 200円 12歳以上(中学生以上)

子ども 100円 12歳未満(満12歳の小学生を含む)

乳幼児 無 料   6歳未満(満6歳の未就学児を含む)

身体
障がい者等 免 除

①身体障害者手帳の交付を受けている
　者で級別が3級以上の者
②精神障害者保健福祉手帳の交付を受
　けている者
③戦傷病者手帳の交付を受けている者
④療育手帳の交付を受けている者
※乗車時に手帳等を提示してください

【
定
期
乗
車
券
】

　

通
勤･

通
学
な
ど
に
お
得
な
定
期
乗

車
券
が
利
用
で
き
ま
す
。
1
か
月
当
た

り
、
一
般
６
，
１
６
０
円
、
通
学
５
，

２
８
０
円
で
1
か
月
、
3
か
月
、
6
か

月
の
3
種
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

※
回
数
乗
車
券･

定
期
乗
車
券
は
、
役
場
住

民
安
全
課
、
佐
田
出
張
所
、
観
光
協
会(

美

浜
駅
内)

で
販
売
し
ま
す
。(

販
売
は
業
務
時

間
内
に
限
り
ま
す)

な
お
、
回
数
乗
車
券
は

車
内
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

▼運賃表（1乗車につき）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
多
く
の
方

が
ご
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
各
路
線

に
お
い
て
短
い
区
間
で
バ
ス
停
留
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
天
候
や
利
用
さ
れ
る
方
に

よ
り
、
バ
ス
停
留
所
で
の
乗
り
降
り
が

困
難
な
場
合
は
、
バ
ス
が
安
全
に
停
車

で
き
る
場
所
に
限
り
、
停
留
所
以
外
で

も
乗
り
降
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
バ
ス
停
留
所
以
外
で
乗
る
場
合

①
路
線
上
の
バ
ス
が
安
全
に
停
車
で
き

　

る
場
所
に
お
い
て
、
バ
ス
が
見
え
た

　

ら
、
運
転
手
に
よ
く
見
え
る
よ
う
道

　

沿
い
で
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

②
運
転
手
が
判
断
し
て
、
バ
ス
が
安
全

　

に
停
車
で
き
る
場
所
で
あ
れ
ば
バ
ス

　

が
停
車
し
て
、
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
。
（
但
し
、
停
車
す
る
こ
と
が
で

　

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
通
過
す

　

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
）

●
バ
ス
停
留
所
以
外
で
降
り
る
場
合

①
バ
ス
に
乗
車
す
る
際
に
、
運
転
手
に

　

降
り
た
い
場
所
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
但
し
、
バ
ス
は
路
線
か
ら
離
れ
る
こ

　

と
は
で
き
ま
せ
ん
）

②
運
転
手
が
判
断
し
て
、
バ
ス
が
安
全

　

に
停
車
で
き
る
場
所
で
あ
れ
ば
、

　

停
車
し
、
バ
ス
を
降
り
て
い
た
だ
け

　

ま
す
。

　

町
内
全
域
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
、
丹
生
、
日
向
、
新
庄
と
レ
イ
ク

ヒ
ル
ズ
美
方
病
院
を
結
ぶ
3
路
線
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
的
地
が
乗
車
す
る
路
線
上
に
な
い

場
合
は
、
1
回
分
の
運
賃
で
他
の
路
線

に
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
但

し
、
乗
り
継
ぎ
は
1
回
限
り
で
す
）

●
乗
り
継
ぎ
の
方
法

①
は
じ
め
に
乗
車
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

バ
ス
に
乗
る
際
に
、
運
転
手
に　

　

乗
り
継
ぎ
を
す
る
こ
と
を
伝
え
て
、

「
乗
り
継
ぎ
券
」
を
受
け
取
り
ま
す
。

②
次
に
乗
車
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

の
運
転
手
に
乗
り
継
ぎ
券
を
渡
し
て
、

　

乗
車
し
ま
す
。

①新庄線 やまびこに乗車し、
　運賃を支払い、乗り継ぎ券
　を受け取る。
②美浜駅などの乗り継ぎバス
　が停車するバス停で降車

8
月
1
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

※お問い合わせ先
　町住民安全課（担当：重兼）
　☎３２－６７０３

乗り継ぎ券（見本）

③乗り継ぎバスが到着したら、
　乗り継ぎ券を運転手に渡し
　て乗車（運賃は不要）
④目的地で降車する。

▲日向線･ゆうなぎ

▼新庄線･やまびこ
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議会ニュース
平成１９年
第５回 美浜町議会定例会
平成１９年
第５回 美浜町議会定例会

　平成19年第 5回美浜町議会定例会が
6月 11日から 21日まで開会され、次
の内容について審議・議決されました。

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

議　会　費 1,359 増額 旅費 ほか

総　務　費 102,003 増額
総合行政情報システム借上料、サーバ購入費、美浜駅活性化促進施設整備事業、町勢要覧作成事業、専門
学校創設支援事業、携帯電話不感地域解消整備事業、環境基本計画実践事業、公衆トイレ新設工事費 ほか

民　生　費 154,873 増額
公立小浜病院組合負担金、社協地域福祉支援事業補助金、隣保館運営事業、コミュニティ助成事業(太田･栄
地区遊具整備)、あおなみ保育園整備事業、第二渓山荘新築工事補助事業 ほか

衛　生　費 188,703 増額
集落排水処理事業特別会計繰出金、公共下水道事業特別会計繰出金、美浜・三方環境衛生組合負担金、
旧雲谷不燃物処理場適正閉鎖事業 ほか

農林水産業費 165,066 増額

農村振興総合整備統合事業負担金、明日の地域農業を支える担い手条件整備事業、有害鳥獣駆除事業、
村落広域営農支援事業、米政策改革円滑推進事業、町単小規模土地改良事業、有害鳥獣被害復旧事業、
松くい虫被害特別対策事業、町行造林保育事業、森林整備地域活性支援事業、県単林道事業、魚礁機
能回復事業、漁業生産基盤等整備事業、栽培漁業自立支援事業、町単漁港整備事業 ほか

商　工　費 17,619 増額 企業誘致整備事業、はあとふる体験推進事業

土　木　費 81,299 増額
建築物耐震改修促進計画策定事業、道路維持事業、交通安全施設整備事業、道路新設改良事業、
河川整備事業、電源立地地域対策交付金事業(佐田地係水路改修)、町単急傾斜地崩壊対策事業、町営
住宅改修工事費 ほか

消　防　費 133,065 増額 敦賀・美方消防組合負担金、洪水ハザードマップ作成事業、防災情報ネットワーク再整備負担金 ほか

教　育　費 100,490 増額
学校施設維持管理工事費、英語活動推進事業、美浜中学校パソコン整備事業、文化推進事業、コミュニテ
ィ助成事業(麻生集落センター整備、丹生祭具整備)、国吉城址史跡調査及び公園整備事業、町民レガッタ事
業、スポーツ拠点づくり推進事業、スポーツ振興事業、町民広場管理費 ほか

合　　計 944,477 増額

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

総　務　費 6,384 増額 後期高齢者医療システム改修業務委託料

平成19年度補正予算

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

総　務　費 　662 増額 臨時雇賃金

● 特別会計
　・診療所事業（第 1号）
　歳入歳出予算にそれぞれ662千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ211,379千円になりました。

　・国民健康保険事業（第 1号）
　歳入歳出予算にそれぞれ6,384千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ1,218,772千円になりました。

● 一般会計（第 1号）
   歳入歳出予算にそれぞれ944,477千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ6,522,042千円になりました。

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

諸支出金 2,223 増額 平成18年度支払基金交付金等精算償還金

　・老人医療事業（第 1号）
　歳入歳出予算にそれぞれ2,223千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ1,502,539千円になりました。

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

集落排水処理事業費 31,937 増額 処理場解体工事費、管路施設設計業務委託料、管路施設工事費 ほか

　・集落排水処理事業（第 1号）
　歳入歳出予算にそれぞれ 31,937 千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 360,388 千円になりました。

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

簡易水道事業費 4,480 増額 水道事業総合計画策定事業上水道負担金 ほか

　・簡易水道事業（第 1号）
　歳入歳出予算にそれぞれ 4,480 千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 199,924 千円になりました。
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予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

上水道事業費用 501 増額  会議研修会負担金 ほか

資 本 的 支 出 40,408 増額  施設更新設計委託料、水道総合計画策定委託料、異常通報設備工事、公共事業配水管布設工事 ほか

規約の変更 意見書

予算の款 補正額(千円) 増減 主な補正事由

公共下水道事業費 31,410 増額 処理場設計業務委託料、管渠設計業務委託料、汚水管渠布設工事費

●次の規約が変更されました。
・美浜・若狭介護認定審査会共同設置規約
　若狭町の機構改革に伴い、美浜・若狭介護認定審査
会の執務場所の変更

●次の2つの意見書を関係行政庁へ提出することにな
　りました。
・森林の整備、林業・林産業の振興に関する意見書
・食料・農業・農村政策に関する意見書

　・上水道事業（第 1号）
　収益的収入及び支出にそれぞれ501千円を追加し、収益的収入は141,551千円、収益的支出は141,238千円
になり、資本的収入に 31,445 千円、支出に 40,408 千円を追加し、資本的収入は 64,335 千円、資本的支出は
109,682 千円になりました。

　・公共下水道事業（第 1号）
　 歳入歳出予算にそれぞれ 31,410 千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 748,948 千円になりました。

専決処分の承認

●次の2つの専決処分が承認されました。
・美浜町税条例の一部を改正する条例の制定
　地方税法の一部を改正する法律(平成19年法律第4
号)の施行に伴い、美浜町税条例の一部が改正されま
した。
・美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
　制定
　地方税法の一部を改正する法律(平成19年法律第4
号)の施行に伴い、美浜町国民健康保険税条例の一部
が改正されました。

報　告

●平成 18年度美浜町一般会計繰越明許費繰越計算書
地方自治法施行令第 146条第 2項の規定により、次のとおり報告がありました。

●平成 18年度美浜町介護保険事業特別会計繰越明許費繰越計算書
地方自治法施行令第 146条第 2項の規定により、次のとおり報告がありました。

款 項 事　業　名 金　額 (千円) 翌年度繰越額 (千円)

6 農林水産業費
2 農 地 費  県営かんがい排水事業負担金(中央地区) 49,875 9,000

4 水産業費  沿岸漁業生産拡大推進事業(坂尻漁港) 3,150 2,462

7 商　工　費 1 商 工 費  産業活性化施設整備事業(大薮地区) 42,840 37,590

8 土　木　費 3 河 川 費  県営砂防事業負担金(日向地区) 3,650 200

合　　計 99,515 49,252

款 項 事　業　名 金　額 (千円) 翌年度繰越額 (千円)

1 総　務　費 1 総務管理費 医療制度改正対応介護保険システム改修事業 2,037 2,037

選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙

●7月2日をもって、選挙管理委員会委員及び同補充員
　の任期が満了になるため、議長の指名推選により次
　の方が当選されました。
　・選挙管理委員　　　　　・補充員　　　　　
　中川 速雄 氏(早瀬)　　　　宮下 光雄 氏(日向)　
　木村 　孝 氏(佐野)　　　　中谷 恒雄 氏(河原市)
　田邉 　緑 氏(郷市)再選　　浅妻 勝美 氏(大薮)再選
　森下 二郎 氏(北田)再選　　納谷 　力 氏(丹生)再選

　また、同委員会において、委員長に森下 二郎 氏
が、委員長の職務代理者に田邉 緑 氏が選任されました。
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㈱フェアリーエンジェル

若狭医療福祉専門学校

〈誘致予定地〉

　

今
年
度
、
町
が
新
た
に
取
り

組
む
事
業
と
し
て
、
第
5
回
町
議

会
定
例
会(

6
月
議
会)

で
審
議
、

議
決
さ
れ
た
中
か
ら
、
特
徴
的

な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
美
浜
駅
活
性
化
促
進
施
設

整
備
事
業

●
専
門
学
校
創
設
支
援
事
業

●
環
境
基
本
計
画
実
践
事
業

●
漁
業
生
産
基
盤
等
整
備
事
業

●
企
業
誘
致
整
備
事
業

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

●
町
民
広
場
施
設
改
修
事
業

　

Ｊ
Ｒ
美
浜
駅
舎
屋
根
老
朽
化
に
よ
る

屋
根
部
分
の
改
修
及
び
切
符
売
り
場
側

事
務
所
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

待
合
室
の
拡
幅
に
よ
り
、
J
R
美
浜
駅

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

警
戒
時
、
災
害
時
の
住
民
の
円
滑
な

避
難
を
目
的
と
し
て
、
町
内
に
お
け
る

洪
水
時
の
危
険
箇
所
や
想
定
被
害
、
避

難
場
所
等
を
示
し
た
地
図
を
作
成
し
、

全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

町
民
広
場
野
球
場
設
備
が
経
年
に
よ

る
故
障
や
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

改
修
箇
所
は
、

フ
ァ
ー
ル
ポ
ー

ル
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
、
照
明
塔
、
防

球
ネ
ッ
ト(

梅
街

道
側)

を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
「
美
浜
町

環
境
基
本
計
画
」
を
町
全
体
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
、
行
政
で
実

行
計
画
を
作
成
す
る
庁
内
推
進
会
議
と

あ
わ
せ
て
住
民
を
交
え
た
「
美
浜
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議(

仮
称)

」
を

設
置
し
、
計
画
を
実
践
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
習

会
の
開
催
や
条
例
の
制
定
を
検
討
し
ま

す
。

㈱エアーグリーン

　

魚
介
類
の
安
全
性
の
向
上
と
鮮
度
維

持
に
よ
り
、
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
殺
菌
冷
海
水
装
置

を
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
本
所(

日
向)

に
導
入
し
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
、
海
水
を
2
℃
に
冷
却･

殺
菌
処
理
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
元
で

獲
れ
た
魚
介
類
の
鮮
度
維
持
等
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
に
専
門
学
校
を
誘
致
す
る
た
め

に
、
敷
地
造
成
工
事
及
び
調
査･

測
量
設

計
等
を
実
施
し
ま
す
。

・
学
校
名　

若
狭
医
療
福
祉
専
門
学
校

・
設
置
者　

学
校
法
人
青
池
学
園

(

小
浜
市
広
峰)

　

町
内
に
優
良
企
業
を
誘
致
し
、
産
業

振
興
・
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め

に
、
敷
地
造
成
基
盤
及
び
調
査･

測
量
設

計
等
を
実
施
し
ま
す
。

● 

企
業
名　

㈱
フ
ェ
ア
リ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル

　

・
本
社　

京
都
市

　

・
事
業
内
容　

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
お

　
　
　
　
　
　
　

け
る
野
菜
の
水
耕
栽
培

● 

企
業
名　

㈱
エ
ア
ー
グ
リ
ー
ン

　

・
本
社　

大
阪
府
八
尾
市

　

・
事
業
内
容　

天
然
物
原
料
の
生
産

　
　
　
　
　
　

(

豆
か
ら
の
成
分
抽
出
等)
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金
田
久ひ

さ
あ
き璋
氏
が
著
書
「
あ
ど
う
が
た
り
」
を
刊
行

関西美浜会総会･研修会

　

町
誌
編
纂
委
員
会
委
員
長
を
務
め
ら

れ
て
い
る
金
田
久
璋
氏(

佐
田)

が
、
こ

れ
ま
で
に
「
広
報
み
は
ま
」
の
連
載
や

新
聞
等
で
発
表
し
た
民
俗
文
化
に
関
す

る
文
章
を
ま
と
め
た
著
書
「
あ
ど
う
が
た

り 

若
狭
と
越
前
の
民
俗
世
界
」(

福
井
新

聞
社
刊)

を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

▼
刊
行
に
あ
た
り
金
田
氏
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

自
著
を
刊
行
す
る
の
は
今
回
で
4
冊

目
で
す
が
、
一
般
の
方
を
対
象
に
し
た

著
書
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。
多
く
の

方
に
地
元
に
伝
わ
る
民
俗
文
化
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
内
容
づ
く
り
に
努
め
ま

し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
あ
ど

う
が
た
り
」
と
は
、
お
年
寄
り
が
子
ど

も
に
昔
話
を
す
る
際
に
「
お
っ
と
ー
」

と
相
づ
ち
を
打
つ
昔
話
の
形
式
で
す
。

昔
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
「
あ
ぁ
尊

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
語
源
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
本
書
を
執
筆
す
る

際
に
多
く
の
方
に
昔
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
今

回
の
タ
イ
ト
ル
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
と
人
と
の
交
流
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
「
あ
ど
う

が
た
り
」
の
精
神
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

美
浜
は
、
越
前
、
近
江
と
の
境
界
に

あ
り
、
海
や
山･

湖
に
囲
ま
れ
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
文
化
が
育
ま
れ
た

民
俗
学
の
宝
庫
で
す
。
本
著
を
通
し
て

地
元
に
伝
わ
る
民
俗
文
化
に
関
心
を
持

ち
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
古
い
家
や
蔵
な
ど
に

は
重
要
な
文
化
財
や
資
料
が
数
多
く

残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も

町
内
の
民
俗
文
化
を
発
掘
、
研
究
し
、

町
誌
な
ど
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
古
い
民
具

や
古
文
書
を
処
分
さ
れ
る
と
き
は
、
ぜ

ひ
町
誌
編
纂
室
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

※
文
化
財
保
護･

町
誌
編
纂
室

☎
32
‐
０
０
２
７

　

本
町
出
身
で
現
在
、
関
西
圏
に

お
住
ま
い
の
方
で
構
成
さ
れ
る

「
関
西
美
浜
会
」(

田
邉
正
義
会
長

(

坂
尻
出
身)

・
会
員
数
98
人)

の
平

成
19
年
度
総
会
及
び
研
修
会
が
7

月
1
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
に
は
、
40
人
の
会
員
が
参

加
さ
れ
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
催
し
な
ど
本
年
度
の
事
業
計
画

等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
と
し
て
、
同
会

会
員
で
医
学
博
士
の
高
橋
研
一
氏

(

北
田
出
身)

に
よ
る
「
身
近
な
医

学
常
識
の
疑
問
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、

山
口
町
長
と
辻
議
長
が
町
の
現
状
を
報

告
す
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
を
共
に
す
る

会
員
同
士
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
美
浜
町
出
身
で
、
関
西

圏
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会
員
募

集
を
し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
を
は
じ

め
、
ご
親
戚
や
ご
友
人
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
ご
連
絡
先

・
関
西
美
浜
会 

会
長 

田
邉 

正
義 

氏

　

☎
０
７
２
‐
８
４
３
‐
９
７
４
０(

自
宅)

・
美
浜
町
企
画
政
策
課(

担
当
・
西
村)

　

☎
０
７
７
０
‐
32
‐
６
７
０
１

あいさつをされる(左から)山口町長･田邉会長･辻議長



－ 10 －

町
及
び
町
議
会
が
国
へ
陳
情

美
浜
１
号
機

美
浜
２
号
機

美
浜
３
号
機

美浜発電所の状況

　今回の報告では、6月16日から7月20日までの
美浜発電所の状況等についてお知らせします。

　

第
22
回
定
期
検
査
中

　
（
平
成
18
年
11
月
1
日
〜)

　

第
22
回
定
期
検
査
中

　
（
平
成
19
年
4
月
4
日
〜)

　

3
月
22
日
に
発
見
さ
れ
た
原
子
炉

キ
ャ
ビ
テ
ィ
周
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁

や
天
井
か
ら
、
水
の
に
じ
み
や
ホ
ウ
酸

の
析
出
し
た
跡
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
キ
ャ
ビ
テ
ィ
か
ら
の
水
漏

れ
を
止
め
る
た
め
の
補
修
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事
は
8
月
上

旬
に
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　

工
事
完
了
次
第
、
原
子
炉
起
動
に
向

け
て
最
終
的
な
確
認
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
原
子
炉
の
起
動
は
、
8
月
下
旬
に

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
本
格
運
転
再
開

は
9
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

(

※
１)

６
０
０
系
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金

　

ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ
ム
、
鉄
を
主
成
分
と
し
、

耐
熱
、
耐
腐
食
性
に
優
れ
た
合
金

(

※
２)

応
力
腐
食
割
れ

　

物
体
に
加
え
ら
れ
る
力
を
応
力(

ス
ト
レ
ス)

と
い
い
、
引
っ
張
り
の
応
力･

圧
縮
の
応
力･

ね

じ
り
の
応
力
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
力
が
残
る

　

今
回
の
定
期
検
査
で
は
、
発
電
所
設

備
全
般
に
わ
た
る
点
検
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
3
号
機
事
故
を
踏
ま
え
た

安
全
確
保
対
策
の
一
つ
と
し
て
定
め
ら

れ
た
「
2
次
系
配
管
肉
厚
管
理
の
考
え

方
」
に
基
づ
き
、
１
０
５
７
か
所
の
肉

厚
測
定
等
と
95
か
所
の
配
管
取
替
え
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

第
24
回
定
期
検
査
中

　
（
平
成
19
年
7
月
20
日
〜)

　

7
月
6
日
に
原
子
炉
が
起
動
さ
れ
、

7
月
9
日
か
ら
調
整
運
転
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。　
　

　

国
の
最
終
検
査
が
8
月
上
旬
に
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
格
す
る
こ
と

で
本
格
運
転
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

　

6
月
26
日
及
び
7
月
19
日
に
、
山
口

町
長
と
辻
町
議
会
議
長
、
飯
田
原
子
力

発
電
所
特
別
委
員
会
委
員
長
他
が
、
経

済
産
業
省(

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
原
子

力
安
全
・
保
安
院)

と
文
部
科
学
省
を
訪

れ
、
原
子
力
発
電
所
と
共
生
す
る
町
を

め
ざ
し
て
の
町
づ
く
り
に
関
す
る
事
項

や
3
号
機
事
故
再
発
防
止
活
動
へ
の
監

視
や
指
導
を
強
化
す
る
こ
と
等
に
よ
り

世
界
一
安
全
な
原
子
力
発
電
所
と
な
る

よ
う
に
、
ま
た
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

を
ふ
ま
え
た
耐
震
安
全
性
の
確
保
、
防

災
道
路
の
整
備
や
風
評
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
６
０
０
系
ニ
ッ
ケ
ル
基
合
金

(

※
1)

を
使
っ
た
溶
接
部
で
、
応
力
腐

食
割
れ(

※
2)

の
事
象
が
国
内
外
の
加

圧
水
型
原
子
炉
で
発
生
し
て
お
り
、
2

号
機
で
は
、
原
子
炉
容
器
と
蒸
気
発
生

器
の
そ
れ
ぞ
れ
と
1
次
系
の
冷
却
材
配

管
を
つ
な
ぐ
溶
接
部
が
対
象
箇
所
と
し

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
箇
所
に
つ
い

て
事
象
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

予
防
保
全
工
事(

図
1)

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
工
事
は
、
1
号
機
や
3

号
機
の
定
期
検
査
で
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
設
備
の
耐
震
性
を
一
層

向
上
さ
せ
る
た
め
の
工
事(

図
2)

や
高

圧
給
水
加
熱
器(

※
3)

の
取
替
工
事
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
と
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
腐
食
を
総
称
し
て

「
応
力
腐
食
割
れ
」
と
い
い
ま
す
。

　

応
力
腐
食
に
は
、
引
っ
張
り
応
力
が
影
響
し

て
お
り
、
圧
縮
応
力
で
は
腐
食
は
加
速
さ
れ
ま

せ
ん
。

(

※
３)

高
圧
給
水
加
熱
器

　

蒸
気
発
生
器
へ
送
ら
れ
る
2
次
系
の
水
を
温

め
る
設
備
。

格納容器冷却水クーラ

支持脚の強化

基礎コンクリート部の強化

【図2･耐震性を向上させる工事】

超音波振動

溶接部

金属球
(直径約4㎜)

圧縮力

【ショットピーニング】

※ショットピーニング　
　超音波振動により、金属球を打ち
つけ溶接部表面近くの引っ張り残留
応力を圧縮応力に変化させる。

原子炉格納容器

【図1･予防保全工事】

【ウォータージェット
　　　　　ピーニング】
平成19年
5月号参照


